
■アルゼンチン：アトゥチャ発電所2号機、試運転段階に 

アルゼンチン国営原子力発電会社Nucleoelectrica Argentinaは2014年6月2日、アトゥチャ原子力

発電所 2号機（74万 5,000kW、圧力容器型加圧重水炉）の試運転ライセンスを得たと発表した。連

邦計画・公共投資・サービス省のフリオ・デ・ヴィド大臣は 60 日以内に初送電できると述べた。ア

トゥチャ 2号機は、独シーメンスとの契約に基づき 1981年に工事が着工されたが、資金不足のため

1994年に中断、2006年にカナダ原子力公社との契約により再開された。完成すればアルゼンチンで

3基目の発電炉となる。 

 


